
英語コーパス言語学の  
       過去、現在、未来 
            ：個人的見解 

プロフィール： 

ジェフリー・リーチ博士は、英国ランカスター大学英語言語学部の名誉教授で
す。同大学で４０年以上に渡り教鞭をとられました。これまでに、文体論、英
文法、語用論、コンピュータ言語学、コーパス言語学の分野で、単著・共著を
含め３０冊以上の著書、１２０編以上の論文を執筆されました。１９７０年代、
８０年代には、言語学研究のためのコンピュータ・コーパスの開発、注釈、利
用を先駆的におこないました。博士はコンピュータベースの研究を現在も継続
中で、２００９年には、２０世紀の様々な時期における英語コーパスを比較分
析した“Changes in Contemporary English: a Grammatical Study”（Marianne Hundt、
Christian Mair、Nicholas Smithとの共著）を出版されています。リーチ博士はラ
ンカスター大学の名誉評議員、英国アカデミーの正会員、ヨーロッパアカデ
ミー会員でもあります。今回は、創価大学客員教授として来日されています。 

日 時： ６月 ９日（月） ６時限 18：00～19：30 
会 場： 中野キャンパス高層棟４階 ４０２教室 
講 師： ジェフリー ・ リーチ博士  ＊英語のみによる講義です。 

                           

明治大学大学院 国際日本学研究科 特別講義 

 コーディネーター ： 大須賀 直子 教授 

 国際日本学研究科： ℡ 03-53４３-8039 

 学外の方も受講可能です。事前にお電話ください。 

概要: 
 １９６０年代に誕生したコーパス言語学が、言語学研究の方向性に革新をもたらした
ことは広く認められている。本講義では、１９６４年に最初の電子コーパスであるブラ
ウンコーパスが世に出て以来５０年間、英語コーパス言語学がどのように発展してきた
かを辿る。そして、今日の英語コーパス言語学の現状を評価し、最後に、コーパス言語
学の今後を予測する。 


